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件や共存塩の影響を検討した。試作シリカ分析計のプルスケールは 30ppb， 1 回の計測所要時間は20
分である。 200mm 長光路セルおよびシリコン光電池を使用し， また零合わせ操作を採用するなど
定量の感度と正確度を増すために諸種の工夫をした。銅の分析には2ーカルボキシー2'- ヒドロキシー5'­
スルホホルマジルベンゼンを発色試薬として用いた。発色条件および共存塩の吸光度に対する影響の
ほか錯化合物の組成についても検討した。試作全銅分析計のプルスケールは 30ppb ， 1 回の計測所
要時間は20分である。記録方式を改め，シリカ分析計に比し機構を簡素化した。全鉄分析計には2.4.
6- ピリリトジルーs- トリアジンを発色試薬とする方法を採用した。 フィルタの切りかえによりプルス




























{乍ったことについて述べ， 30ppbSi02 を 0.2'"'-'0.4 ppb の精度内で所要時間 20 分間内に分析ができ
る性能のあることを述べている。第 4 ・ 5 章では銅分析法の検討ののち，有機試薬ジンコンによる比
色法を採用，酒石酸を加え鉄，ニッケル，亜鉛などの影響なく， 30ppd 銅を0.2'"'-'0.4 ppb の精度内
で， 10分以内に分析出来る装置の性能について述べている。第 6 章は，鉄分析計について研究したも
ので， 2 , 4 , 6 ートリピジルリ -Sートリアジンによる比色法を自動化し， 30 ppb の全溶存を鉄
仏 2ppb の精度内で 30分以内に分析出来る装置について述べている。
これらシリカ，銅，鉄の比色はそれぞれ最大吸収波長 815， 600 ， 470mμ の波長で行なっており，す





れを克服して，しかもボイラ用水中 ppb 程度の極めて微量の分析をなすためには， さらに厳密な検
討を要し，装置上の問題も多い。
この点，著者は電流滴定法，吸光光度分析法を巧みに利用し，新鋭火力発電用ボイラ用水の自動分
析計を実地試験に成功するに至るまでに仕上げている。最近，化学的分析法の自動化の傾向が現われ
ているとき，著者の研究は，この方面にいち早く貴重な知見を加えたものとして高く評価することが
できる。
以上のように，本論文は化学，原子力，電気等の広い分野にわたり工業上に貴重な資料を提供した
もので，博士論文として十分価値あるものと認める。
円り
